
　　

弊
社
は
内
装
工
事
業
で
す
。
そ
の
中
で

も
室
内
装
飾
業
と
い
う
分
野
に
な
り
ま

す
。
壁
紙
を
貼
っ
た
り
、
床
を
貼
っ
た
り

す
る
仕
事
と
言
っ
た
方
が
イ
メ
ー
ジ
つ
き

や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
高
校
を
卒
業

し
て
福
岡
県
に
行
き
ま
し
た
。
福
岡
県
で

は
、
水
道
設
備
の
営
業
や
掃
除
業
、
内
装

業
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な

仕
事
を
す
る
中
で
内
装
屋
さ
ん
と
し
て
こ
れ

か
ら
の
生
計
を
立
て
て
い
こ
う
と
考
え
ま

し
た
。

　

33
歳
の
時
に
宮
崎
に
帰
っ
て
き
て
、

2
0
1
3
年
に
独
立
し
て
11
月
で
11
期
を

迎
え
ま
す
。
今
は
都
城
市
高
崎
町
と
宮
崎

市
を
中
心
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、

11
月
か
ら
は
宮
崎
市
に
事
務
所
を
構
え
る

予
定
で
す
。

　

経
営
や
人
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
と
相

談
を
し
て
い
た
宮
崎
南
支
部
の
井
戸
泰
雄

さ
ん
（
I
D
O
・
井
戸
事
務
所
）
さ
ん
に

勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
井
戸
さ
ん
と
は
、
以

前
、
内
装
業
の
飛
び
込
み
営
業
を
し
て
い

る
時
に
事
務
所
に
伺
わ
せ
て
も
ら
っ
て
、

そ
れ
か
ら
お
付
き
合
い
で
す
。

　

役
割
は
分
科
会
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
で

し
た
。
分
科
会
の
つ
く
り
込
み
の
中
で

宮
崎
同
友
会
の
「
顔
」
は
室
長
さ
ん
で

し
た
。
そ
の
室
長
さ
ん
が
、
し
っ
か
り
と

資
料
の
準
備
や
打
ち
合
わ
せ
の
日
程
調
整

な
ど
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
ア
テ
ン

ド
を
し
た
り
、
な
に
か
問
題
が
あ
っ
た
時

に
は
解
決
で
き
る
よ
う
に
実
行
委
員
会
と

繋
い
だ
り
と
い
っ
た
フ
ォ
ロ
ー
を
中
心
に

行
い
ま
し
た
。

　

他
県
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま

踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
、
宮
崎
の
や
り
方

も
取
り
入
れ
て
分
科
会
づ
く
り
を
行
っ
て

い
き
ま
し
た
。
自
分
の
判
断
で
決
定
し
た

方
が
早
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
決
定
権

が
ど
こ
に
あ
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
、「
組
織
」
と
い
う
仕
組

み
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、「
あ
な
た
が
ど

う
考
え
る
か
を
交
え
て
提
案
し
て
も
ら
わ

な
い
と
提
案
に
対
し
て
回
答
が
で
き
な

い
」
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
通
り
で

し
た
ね
…
。

　

皆
さ
ん
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
の
で

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
は
、
少
々
は
っ
た
り
を

利
か
せ
て
自
信
を
も
っ
て
答
え
る
こ
と
も

大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

バ
イ
ク
や
旅
行
が
好
き
で
す
。
今
は

イ
ギ
リ
ス
の
リ
バ
プ
ー
ル
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
の
試
合
を
見
る
の
が
楽
し
み
で

す
。
夜
中
で
も
オ
ン
タ
イ
ム
で
見
ま
す
よ
。

で
も
、
最
近
は
趣
味
は
と
聞
か
れ
る
と

「
仕
事
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
関
係
で
い
え
ば
、
法
人
化
や
雇
用

を
考
え
て
い
ま
す
。
以
前
は
雇
用
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
は
社
員
が
い
な
い
の
で

雇
用
を
し
て
、
社
員
と
一
緒
に
経
営
理
念

を
実
現
し
て
い
き
た
い
で
す
。
雇
用
を

し
て
社
員
が
幸
せ
に
成
長
で
き
る
た
め
に

今
第
20
期
「
経
営
指
針
を
つ
く
る
会
《
方

針
・
計
画
編
》
」
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

第
17
期
「
経
営
指
針
を
つ
く
る
会
」
を
受

講
し
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
に
つ
く
っ
た

方
針
・
計
画
が
腑
に
落
ち
な
か
っ
た
の

で
、
改
め
て
つ
く
り
直
そ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
青
全
交
で
学
ん
だ
組
織
運
営
を
早

く
自
社
で
実
践
し
た
い
で
す
。

　

他
に
は
、
事
務
所
の
移
転
や
建
設
業
の

許
可
を
取
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

個
人
的
に
は
リ
バ
プ
ー
ル
に
一
度
は

行
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

　県内の経済状況は、サービス業を牽引役として改善基調を続け
ているものの、建設業、製造業では景況の伸び悩みが見られ
ます。そのため、今期の景況は「改善基調が続いているものの、
景況はまだら模様となっており、採算の改善に遅れが見られる」と
判断できます。
・業況判断DIは「やや改善」、業況水準DIも「改善」へ
・売上高DIは「やや改善」、採算DIは「ほぼ横ばい」へ
・採算の水準DIは「改善」へ、製造業、情報・流通・商業で
厳しく
・業況判断DI（前期比）については、「まだら模様」、全体
としては改善基調続く

・所定外労働時間は「増加傾向」、労働者数は増加基調
へ。人手の不足を残業で補う
・資金繰りは「窮屈感」が高まる、しかし、金融の状況の
「二極化」が進んでいる。
・次期への「期待感」は高まるも、情報・流通・商業、きり
しま支部で不安定化。

　前回に引き続き、売上高DIと採算DIでは、景況に開きが存在
しており、収益基盤の確保が引き続き課題となっています。金融の
状況についても、「窮屈感」がやや高まり、経営状態の「二極化」
を示唆する状況にあります。「金利のある経済」への転換のなか
で、利益、事業資金、人材の「3つの確保」が必要となっています。

　「経営基盤の強化に向けて注力する分野(経営上の重点)」につ
いては、全回答企業に当たる160社から438件の回答が寄せられ
ています。本調査では、再度付加価値志向が高まり、財務体質の
強化や多角化、集中化への動きが強まっていることが示されてい
ます。この動向を回答の多い順に並べると、「付加価値の増大」
(91社、56.9%)、「新規受注(顧客)の確保」(60社、37.5%)、「人材
確保」(57社、35.6%)、「社員教育」(46社、28.8%)、「既存客の
フォロー」(39社、24.4%)、「財務体質の強化」(37社、23.1%)、「新
規事業の展開」(32社、20.0%)、「得意分野の絞込み」(21社、
13.1%)となっています。本調査では付加価値確保への志向がさら
に強まるとともに、「新規事業展開」と「得意分野の絞込み」、つま
り多角化と集中化を同時に進める動きが強まっています。採算状
況別では、「採算好転企業」が「付加価値の増大」、「人材確保」

を、「採算横ばい企業」は「新規受注(顧客)の確保」を、「採算悪
化企業」は「財務体質の強化」、「新規事業の展開」、「得意分野
の絞込み」を進める動きが強まっています。

　「現在の経営上の問題点」については、全回答者数に当たる
160社から376件の回答が寄せられています。前回調査から基本
的な動向をそのままに、仕入単価や人件費の上昇が経営を圧迫し
ていることが示されています。また、民間需要については、引き続き
懸念が見られ、大企業との競争環境の悪化も進んでいます。県内
中小企業の経営上の課題は、さらに多様化が進んでいます。また、
従業員の不足、人材確保難は引き続き、重大な経営上の課題
となっています。税負担や仕入先からの値上要請については、落
ち着く傾向が見られます。
　「現在の経営上の問題点」を回答の多い順に並べると、「仕入
単価の上昇」（66社、41.3％）、「人件費の上昇」（52社、32.5％）、
「従業員の不足」（48社、30.0％）、「民間需要の停滞」（29社、
18.1％）、「熟練技術者の確保難」（23社、14.4％）、「同業者相互
の価格競争の激化」（22社、13.8％）、「大企業の進出による競争
激化」（17社、10.6％）となっています。このほか、「事業資金の借

入難」（12社、7.5％）については、一定数の回答が常に寄せら
れており、金融機関の姿勢の変化や金利の上昇などによって、今
後回答数が増加することも予想されます。「輸出困難」との回答は
4期連続で寄せられませんでした。
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宮崎市恒久南3丁目3-2 恒吉ビル2F
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発行 / 宮崎県中小企業家同友会

miyazaki .doyu. jp

中同協第56期第2回幹事会（10月16日）の報告から下記
3点を確認しました。
①第55回中小問題全国研究集会in愛媛への宮崎同友会参加
目標は10名。

②実施協力要請の「環境経営・エネルギーシフト・SDGs」に関する
アンケートと「経営実態アンケート」は、会員へ案内する。

③11月と12月が登録強化・普及月間となる「企業変革支援プロ
グラムVer2」は、全同友会で会員数の10％の登録を目標としたい
（宮崎同友会登録目標47件）という要請のもと、各支部幹事会・
青年部会幹事会で取り組みを推進する。

前回理事会（9月27日）から10月28日までの3名の入会申し
込み5名と3名の退会申出を承認しました。会員数は466名。 

（３）地域づくり推進協議会
  川崎座長より７-９月期景況調査結果の概要が報告されました。
（本誌5頁に概要掲載）

第33回みやざき中小企業経営フォーラムの準備について、
南平実行委員長からの報告をもとに、記念講演と3つの分科会の
報告者と参加費を確認するとともに、11月から受付開始で1月末までに
目標を達成するよう10月の各支部幹事会・青年部会で行動計画を
つくることを申し合わせました。

上半期の財務執行状況の報告と後半期の見通しについて、弥富
総務委員長にかわって結城事務局長から下記の報告がありました。
「上半期は入会数が低迷し入会金・会費収入が予算を下回った
が、書籍販売・雑収入・活動繰入金が計画を上回ったことで収入は
予算比98.6％。支出も押さえられ予算比96.3％ととなったため、上
半期では黒字。下半期は、経費の見直しをしても会員増強の不振が
影響して、単年度赤字となる見通し。」
  これを受けて、理事会として対応を協議し、①12月末までに15名
～20名の会員増を実現する、②入会した会員さんが辞めないよう
に関わり合いを強める、③西都や日南等空白地域へのアプローチを
理事会として具体化し行動していくという3点を確認しました。

2025年度役員（理事及び会計監査、支部幹事、青年部会
幹事）の選考について、「理事及び会計監査選考規定」にもとづ
いて、2025年１月末に新年度役員予定者が確定するためのスケ
ジュールを確認。第１回選考委員会を11月22日（金）に開催することと
し、各組織で選考委員を11月18日までに推薦することを申し合わせ
ました。各支部幹事、青年部部会幹事の選考もこのスケジュールに
準じて行われます。

宮崎同友会の法人化について、法人化検討委員会からの答申
内容を確認。法人化について第34回定時総会で提案することにむけ
て、学習会等を重ねていくこととしました。（答申内容、本誌4頁と次号
で掲載）

その他  ①11月12日（火）開催の、青全交in宮崎の総括会議の出席
要請と、②事務研修の内容・日程の報告と対応の配慮の要請があり
ました。

日時：10月30日（水）17:00～20:10  於：Zoom会議　理事26名中24名出席（出席率92.3％）+事務局1名
10月理事会報告

宮崎同友会

青年部公式LINE
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お
仕
事
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

活動内容は
同友会Facebookでも配信中!!

新着まだまだ、たくさん活動しています！

　10月18日、宮崎南支部アイカツを
10名で開催。宮崎市南消防署の福永
政人氏、神園健太氏による、「防災・
救命の講話」＆「AED講習体験」を
南消防署にて行いました。
　AED講習に初体験の方もいて、
「貴重な経験ができた」、「会社で、地
域で、もしもの時に戸惑いなく行動が
できそう。」等の声が聞こえてきました。

アイカツ

宮崎南支部

財務学習会

ひむか支部

　10月22日に財務学習会を開催しま
した。6月に開催した基礎講座の復習
と自社の決算書を用いての限界利益
の算出等を実習しました。固定費と変
動費を明確にすることで、債務返済
や利益額を見越しての自社の売上必
要額を算出できました。今回の学びを
ベースにして、採用や投資といった自
社の未来像から逆算して年間売上計
画作成ができそうです。

　10月9日「きりしま支部同友会を知
り合う会」を開催し、新会員やゲスト
を招き、同友会の理念や活動が紹介
されました。参加者は30名にのぼ
り、交流を深めながら、会員たちがど
のように企業活動に同友会を活かし
ているかが共有されました。今後も
地域に仲間を増やし、良い企業づく
りに取り組んでいきます。

同友会を知り合う会

きりしま支部

今月の

S p o t l i g h t

インタビューの途中で「以前は僕が育てると
いう思いあがった考えを持っていた。でも彼が
頑張ったから一人前になったんですよね」と、
以前雇用していた社員が独立した経緯をしみ
じみ語ってくれました。厳しい中小企業の
現場の中で、立山さんはいつも自分を振り返り
ながら生きているんだな思った時間でした。
余談ですが今の仕事の前は動物に関わる仕事
がしたかったそうです。

取材　Sun橘㈱　土持 秀男

同
友
会
に
入
会
し
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

オ
フ
の
と
き
は

ど
う
し
て
い
る
の
で
す
か
。

こ
れ
か
ら
の

夢
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

青
全
交
で
は
非
常
に
重
要
な
役
割

を
持
た
れ
て
い
た
な
あ
と
拝
見

し
て
い
た
の
で
す
が
、
青
全
交
で

の
役
割
と
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

青
全
交
で
学
ん
だ

　『
組
織
運
営
』
を
実
践
す
る

ピシャット内装
代表

立山  智洋さん
宮崎北
支部

ピシャット内装

住所/ 宮崎市大島町立野1488-610
T E L/ 0985-74-5777
FAX/ 0985-74-5778
事業内容/ 内装業
　　　　 (壁紙、内装タイル、
　　　　　シート、CF等の施工)
HP/ http://www.pshutnaisou.com/

宮崎県中小企業家同友会
第62回（2024年7-9月期Ⅲ） 景況調査報告（ダイジェスト版）

1. 調査期間　2024年7-9月期（Ⅲ））　2. 調査対象企業 宮崎県中小企業家同友会会員企業　3. 調査方法 e-doyu 、調査票等による自計記入
4. 回答企業数 調査対象企業455社、回答企業数160社（回答率35.2％）

県内景況サービス業が牽引するも、建設業、製造業で地域需要停滞響く

【 これからの経営上の重点 】
～ 付加価値志向さらに強まり、多角化と集中化の両にらみへ人材確保進める ～

【 経営上の問題点 】
～ 建設と流通に民需停滞の兆し、製造業でコスト上昇がより顕著に ～

各推進協議会からの報告
（１）人が育つ会社づくり推進協議会
　役員研修会を12月14日（土）に、各組織のリーダー層の研修会
を来年２月から３月にかけて開催すること、12月の研修会への参
加を確認しました。

（２）組織強化推進協議会
　10月の各支部幹事会で話し合われた、期末会員数目標を下記の
通り確認し、各組織必達で取り組み、期末500名突破を申し合
わせました。

県北 ひむか 宮崎北 宮崎南 きりしま 合計

６０
５８

２

３６
３２

４

１４４
１３６

８

９０
７７

１３

１８０
１６０

２０

５１０
４６３

４７

 3/31 目標
10/1 現在

純増数



げ
の
3
分
の
１
を
占
め
る
事
業
に
な
っ
て
い

ま
す
。

友
会
に
入
会
（
2
0
2
1
年

11
月
）
す
る
前
か
ら
金
丸
さ
ん

や
伊
東
さ
ん
か
ら
お
誘
い
を
受
け
て
い
ま

し
た
が
、
学
ぶ
気
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
話
す
児
玉
氏
。「
軽
い
気
持
ち
で
入
会

し
ま
し
た
が
、
周
り
は
自
分
の
考
え
で
動

く
ん
だ
と
間
違
っ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論

を
持
っ
て
い
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
例

会
に
参
加
し
て
、
報
告
者
の
話
や
グ
ル
ー

プ
討
論
で
の
交
流
を
経
て
、
県
北
支
部
で

開
催
さ
れ
て
い
る
『
柳
会
』
に
参
加
す
る

こ
と
を
決
め
ま
す
。『
柳
会
』
を
通
し
て
、

経
営
者
と
し
て
の
心
構
え
や
目
標
設
定
、

社
員
へ
の
接
し
方
に
衝
撃
を
受
け
ま
す
。

　

2
0
2
3
年
、
脳
梗
塞
で
半
年
間
の
入

院
・
手
術
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
入
院

中
に
は
『
柳
会
』
で
勉
強
し
て
き
た
こ
と

を
も
と
に
今
ま
で
の
仕
事
の
取
り
組
み
方

を
見
直
し
、
今
後
の
活
動
を
考
え
る
良
い

機
会
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
退

院
し
て
か
ら
は
、
今
ま
で
何
も
か
も
自
分

で
や
っ
て
き
た
こ
と
の
ツ
ケ
で
、
請
求
書

の
未
発
送
や
業
者
へ
の
未
払
い
、
銀
行
さ

ん
に
元
本
の
返
済
の
相
談
な
ど
な
ど
、
大

変
な
思
い
を
し
た
と
語
る
児
玉
氏
。

友
会
に
入
会
し
て
学
ん
だ
こ
と
の

実
践
と
、
退
院
し
て
か
ら
真
っ
先

に
や
っ
た
こ
と
は
経
営
指
針
の
発
表
と
実

践
だ
っ
た
と
語
る
児
玉
氏
。
社
員
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
に
、
今

で
や
ら
な
か
っ
た
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

社
員
一
人
ひ
と
り
と
の
面
談
で
考
え
を
聞

い
た
り
、
任
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を

極
力
任
せ
る
な
ど
自
分
の
考
え
を
変
え

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
う
す
る
と
自
然
と
み
ん
な
に
笑
顔
が

出
て
き
て
責
任
感
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

売
り
上
げ
も
順
調
に
伸
び
て
、
社
員
数
も

10
名
に
戻
っ
た
そ
う
で
す
。

芽
加
工
を
も
っ
と
伸
ば
し
て

売
上
を
安
定
さ
せ
、
他
の
商

材
も
安
定
的
に
供
給
し
て
い
き
た
い
。
現

場
の
製
造
責
任
者
た
ち
が
よ
り
良
い
商
材

を
つ
く
っ
て
、
今
ま
で
の
取
引
先
に
よ
り

多
く
仕
入
れ
て
い
た
だ
き
、
私
が
一
番
楽

し
く
笑
顔
で
仕
事
を
す
る
こ
と
で
周
り
が

明
る
く
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
今
ま

で
い
る
社
員
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
も
（
株
）

コ
ダ
マ
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
貰
う
こ
と

が
私
の
願
い
で
す
」
と
希
望
に
満
ち
た
表

情
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

9
8
8
年
新
生
町
に
移
転
し
た
の

と
同
時
に
社
名
を
株
式
会
社
コ
ダ

マ
に
変
更
。
順
調
に
売
上
を
伸
ば
し
て
い

き
ま
す
。

　

大
手
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
へ
の
卸
も

開
始
し
、
充
填
ラ
イ
ン
を
増
設
、
社
員
も

12
名
に
な
り
3
交
代
制
で
フ
ル
稼
働
す
る

も
の
の
、
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
の
薄
利
多
売
と

エ
リ
ア
拡
大
計
画
に
つ
い
て
い
け
ず
納
品
か

ら
撤
退
し
ま
す
。
撤
退
後
は
、
社
員
が
7
名

自
主
退
社
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
も
あ
り
地
元
飲
食
店
、
惣
菜
工
場
な

ど
が
軒
並
み
休
業
に
な
り
売
り
上
げ
は
激
減

し
た
そ
う
で
す
。

　

ん
な
時
、
取
引
先
の
商
社
か
ら
「
国

産
の
焼
酎
用
麦
が
余
っ
て
い
る
。
コ

ダ
マ
が
持
っ
て
い
る
発
芽
玄
米
の
技
術
を
活

用
し
て
麦
芽
を
つ
く
れ
な
い
か
」
と
い
う
相

談
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
麦
芽
は
ウ
イ
ス

キ
ー
や
ビ
ー
ル
の
原
料
と
な
り
ま
す
が
技

術
的
に
加
工
が
難
し
く
、
外
国
産
に
依
存
し

て
い
る
メ
ー
カ
ー
が
ほ
と
ん
ど
。
崖
っ
ぷ
ち

の
経
営
状
況
の
打
開
策
を
模
索
し
て
い
た
児

玉
氏
は
、
一
縷
の
望
み
を
か
け
て
挑
戦
を
は

じ
め
ま
す
。
鹿
児
島
の
ウ
イ
ス
キ
ー
メ
ー

カ
ー
の
協
力
も
得
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
、

2
0
2
3
年
2
月
に
事
業
再
構
築
補
助
金

の
認
可
を
受
け
た
こ
と
で
設
備
を
購
入
し

て
量
産
化
を
開
始
。
現
在
で
は
月
商
2
5
0

万
円
か
ら
3
0
0
万
円
と
、
同
社
の
売
り
上

1そ

同

「
同

「
麦

　宮崎同友会会員限定で広報誌にチラシを
同封することができます。チラシは、お送りし
たい月の前月末までに事務局にお送りください。
自社での取り組み、やっていることを他の仲間
にも知ってもらいましょう。
チラシの封入は１部10円です。
　会員460名に封入する場合は、
460名×10円で4,600円になります。
　ご自身の所在支部のみ、
特定の支部だけに封入する
ことも可能です。
　同封をお考えの方は一度
事務局までご連絡ください。

広報誌にチラシを
同封しませんか？

　宮崎同友会として30年以上同友会活動が経過するなかで、総務財務
委員会の立場から同友会活動の内部、外部から見ると下記のような
疑問点が出てきました。

① 金融資産や同友会の財産の所有権があいまい。
　現在は任意団体のため銀行口座は代表理事や事務局長の個人名
義です。リース契約や事務局の賃貸借契約も代表役員の個人名義
で行われています。つまり、金融資産や数々の財産(経営指針をつく
る会、共同求人活動、社員教育、その他)の所有権があいまいです。

② 社会的責任があいまい。
　事務局員の業務中の個人車両での交通事故は事務局員当人の
責任となります。同友会活動により第三者に損害を与えた時もその
責は個人となり、使用者責任、車両運行管理責任の事務局員との
雇用契約も書類上は、代表役員個人との契約となっておいます。

  こういった課題への各地同友会での対処について事務局に情報収集
を求めた結果、「法人化」の取り組みの報告があり、総務財務委員会と
して学習会を行い、理事会への提案となりました。

 戦後にできた団体の多くは任意団体として設立されました。一般社団
法人とは、一言でいえば「営利を目的としない人の集まりに人格を与えた
もの」です。従来、「社団法人」の設立については主務官庁の許可が
必要であり。その運営について官庁からの監督・指導がされていました。
　中同協を含め同友会全体としても法人化に対する考え方は消極的な
ものでした。たとえば①法人格を持つ会の運営は面倒な制約がある。
役員の変更一つ自由にできず、官庁の許可が必要。②同友会は自主的
な運動として社会的に評価され、立派な存在意義がある。法人格を
持ちないと価値が薄れるというのは時代錯誤。③自主的で民主的な
団体として活動し、社会的認知を既に得ているといところが現在のとこ
ろの到達点（2005年中同協第37回定時総会第１分科会）という捉え方
です。
　一方、国も非営利法人、公益法人に関する改革を進めており、2002
年３月に公益法人制度の抜本的な改革が閣議決定され、2008年12月
には一般社団法人法など公益法人改革３法が施行されました。これに
より、公益性があると認定を受けた「公益社団法人」と、自由な立場の
「一般社団法人」に区別されました。この改正により一般社団法人に
ついては、主務官庁の許可なく他でも設立でき、その後も監督・指導も
なく、民間企業と同様の事業が行えるようになり、戦後つくられた多くの
団体が一般社団法人として設立できるようになりました。同友会は会員
による自主的な活動を保障するために「任意団体を選択」してきました
が、法人格を取得しても自主的な活動が保障されることになりました。
  各同友会の組織形態は基本的に人格なき社団（任意団体）でしたが、
1994年に福島同友会が事業協同組合として法人化後、2009年北海道
同友会が一般社団法人に改組しました。
　北海道同友会からの法人化に対する照会に対しての中同協としての
見解は「中同協としてはその是非を決定する立場をとらず、同友会の
自主的判断に任せる」（2008年6月中同協幹事会）というものでした。

　北海道同友会が当時抱えていた組織管理上の課題には、総務財務
委員会の課題意識と同じものがあり、さらに、同友会の活動は共益性と
公益性を持っているので、同友会運動と組織の発展のためには、より
一層地域の理解と支援が必要という課題意識のなかでの法人化への
取り組みでした。以後、同様な課題意識のなかで、2015年に福岡、
2020年に東京、2021年に香川・京都、2023年に埼玉・千葉・新潟、
2024年には宮城・滋賀・兵庫・広島・熊本と13同友会が一般社団法人
化しており、さらに九州・沖縄ブロックでは、鹿児島同友会と沖縄同友会
が来年度法人化の準備をすすめています。

総務財務委員会での課題意識    2023年12月理事会へ総務財務委員会からの報告書より１

各地同友会の法人化の動き2

雑穀米の小袋充填機材

（株）こだまの麦芽でつくった
ウイスキー

会社役員  山川 雄児さん（47歳）
創業48年のしろあり防除の会社です。その他
害虫駆除もやっております。相手が虫なので
同じ様な事がなく、
日々勉強です。虫は得
意なのですが、経営に
ついて、まだわからない
ことも多いので宜しく
お願い致します。

宮崎北
支部

㈲三共しろありセンター

　宮崎市花ヶ島笹原2262-4
TEL / 0985-28-9543　FAX / 0985-29-6272
業種 / 害虫防除

代表  永吉 真理子さん（55歳）
活動に参加して「経営の悩みは経営者に聞け！」
の言葉通り、多くの経営者と繋がり、成功事例や
課題解決のプロセスなど
実践的な知見を得るこ
とができました。今後も
メンバーからのフィード
バックを受けたり、自身
のスキルや経営力向上
のため学び続けたいと
思います。

宮崎北
支部

Bar lounge Artemis

　宮崎市中央通り1-16 ABC81 4F
TEL / 0985-31-7205
業種 / 飲食業(スナック)

代表取締役  寺山 大夢さん（36歳）
我が社は、中小企業のAI活用とDX化を支援する
コンサルティング会社です。Larkを活用した業務
効率化で、放課後デイや士業など多業種で導入
実績があり、日報作成時
間50%削減などの成果を
実現。YouTubeでの情報
発信も行い、実務に即し
た解決策と助成金活用
で、導入までをトータルで
サポートしています。

宮崎北
支部

㈱En t im e

　宮崎市下北方町下郷6022番地12
TEL / 080-5248-4253
業種 / 情報通信業AI・DX(LarK)

理事長  松田 保さん（65歳）
高齢者や障害者、子ども等に対して、在宅福祉
サービスに関する事業や地域づくりまちづくり
事業を行い、地域福祉の
増進に寄与することを目
的としています。廃校と
なった吉野方小学校で事
業を営んでいます。町の人
からは「暗くなっていた町
に灯台の灯がまた灯った」
と言われています。

宮崎南
支部

特定非営利活動法人
ヒューマンネットワーク22

　日南市大字吉野方7363-1
TEL / 0987-25-1043　FAX / 0987-25-1043
業種 / 介護事業

　
日
向
市
新
生
町
の
10
号
線
塩
見
橋
の
信
号
を
海
側
に
曲
が
る
と

す
ぐ
に
で
っ
か
い
お
米
の
カ
タ
チ
を
し
た
看
板
が
目
を
引
き
ま

す
。
で
っ
か
い
工
場
と
事
務
所
兼
自
宅
。
事
務
所
に
入
る
と
児
玉

氏
が
待
っ
て
い
て
奥
へ
と
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。
川
沿
い
の
建

物
で
景
色
も
良
く
最
高
の
場
所
で
す
。

　
先
代
児
玉
虎
次
郎
さ
ん
が
日
向
市
日
知
屋
で
児
玉
虎
次
郎
商
店

と
し
て
、
精
米
小
売
業
を
開
業
。
児
玉
氏
は
1
9
9
9
年
に
大
学

を
卒
業
と
同
時
に
専
務
と
し
て
入
社
し
ま
し
た
。
そ
の
時
は
お
父
様

と
児
玉
氏
、
社
員
さ
ん
の
3
名
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
米
殻
販
売
の

仲
介
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
散
水
施
設
等
の
農
業
資
材
販
売
を

行
っ
て
お
り
、
1
9
6
5
年
か
ら
は
J
A
と
共
に
稲
作
農
家
、
椎

茸
農
家
、
お
茶
生
産
農
家
へ
の
生
産
指
導
を
開
始
。
1
9
9
9
年

か
ら
は
発
芽
玄
米
の
発
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

㈱ コ ダ マ

専務　児玉 和憲さん
［県北支部］

　
会
社
の
雰
囲
気
が
と
っ
て
も
よ

か
っ
た
で
す
。
社
員
さ
ん
も
ニ
コ

ニ
コ
。
入
っ
て
く
る
社
員
さ
ん
が

必
ず
挨
拶
し
て
く
れ
る
の
が
嬉
し

か
っ
た
で
す
ね
。
事
務
所
に
創
業

当
時
か
ら
使
わ
れ
て
る
机
が
あ
り
、

そ
れ
を
児
玉
さ
ん
が
自
分
の
机
と

し
て
使
っ
て
る
の
が
素
敵
で
し
た
。

取
材

㈱
ハ
ッ
コ
ー
ト
ラ
ベ
ル　

金
井 

二
三
代

㈲
黒
木
デ
ザ
イ
ン
社　
　

黒
木 

詔
一

や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い

住所/ 日向市新生町1丁目100番地
TEL / 0982-52-2308
FAX/ 0982-52-5515
事業内容/ 穀物加工業
　　　　  (米加工品、穀物加工品)
HP/ https://kodamaltd.com/

㈱コダマ

Vol.

58

N E W
F A C E

今回のご紹介は9月28日～10月30日に入会された
4名の新会員さん（支部別・50音順）です。

※2024年10月30日現在

県 北 支 部 58名
ひむか支 部 32名
宮崎 北 支 部 137名
宮崎南 支 部 78名
きりしま支 部 161名
合　計 466名

　宮崎同友会理事会では、2023年度に総務財務委員会からの提起をうけて、今年度の活動方針の《つなぐ》「⑧持続可能な組織運営に
取り組む」のなかで、「近年全国的に進んでいる法人化を検討いたします」と提起しました。法人化検討特別委員会を設置し、そこでは法人
化におけるメリット・デメリットを踏まえた答申を受け、理事会ではその答申をもとに今年度末までに法人化についての方向性を確認しますと
提案しました。
　10月30日に行われた第6回理事会では、法人化検討特別委員会から答申があり、理事会として法人化にむけてさらに学習をすすめて
いくことを確認しました。今号と次号の2回に渡って、法人化検討特別委員会からの答申内容をご紹介します。

　2023年度の総務財務委員会からの提案をうけて設置された「法人化検討特別委員会」では、弥富勝美氏を委員長として、
６月、７月、８月、10月と4回委員会を開催して宮崎同友会の法人化について検討を行いました。その結果、宮崎同友会の発展を
組織的に保証するために、法人化組織にすべき段階に達していると判断しました。その理由は下記のとおりです。
　法人化する上で選択する組織形態は「一般社団法人」がもっともなじみやすいと考えます。　なお、推進するにあっては、
会員の声を十分にくみとり、会全体で討議検討を行って実行することが望ましいと考えます。

法人化検討特別委員会 からの答申
2024年10月30日理事会 提案

福 島
北 海 道
福 岡
東 京
京 都
香 川
埼 玉
千 葉
新 潟
滋 賀
宮 城
兵 庫
熊 本
広 島

1994年
2009年
2015年
2020年

2021年

2023年

2024年

事業協同組合
一般社団法人
一般社団法人
一般社団法人
一般社団法人
一般社団法人
一般社団法人
一般社団法人
一般社団法人
一般社団法人
一般社団法人
一般社団法人
一般社団法人
一般社団法人

1,859 
5,605 
2,356 
2,201 
1,828 
1,581 
1,001 
1,776 
523 
584 
987 

2,332 
725 

3,030 

4月23日
4月23日
4月24日
5月  1日
5月30日

法人化した同友会
設立年 同友会名 法人形態 2024年度

期首会員数 備考


